




1 はじめに 

 子ども集団は大人からの保護・干渉・指示・禁止などといった枠から開放されると,子ど

も自身で試行錯誤しながら様々な活動や経験を通じて,自らの行動の選択を行い問題解決

力を養う。そこで我々は乳児期や幼児期前半の子ども集団における相互作用について観察

し,乳幼児期の相互作用がどのような契機で成立し,いかなる様相を呈するのか,更に保育

体験の差異が子どもの相互作用に影響を及ぼすか否かという点についても検討をすすめる

こととした。 


